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さ
なt

れ
ば
な
ら
な
い
こ
：ど
^;
な
'O'
た
。
：
そ
だ
で
經
濟
社
裏
と
も

(

い
う
： 

べ
き
、
i

j
 
lの

：：「

經
濟
と
社
會

」

の
.如
き
領
域
が
6
.ら
：か
れ.る
。
ぐ/

:

こ
£.
-
で
.は
、
，理
繭
が
寄
ぜ
集
っ
て
、
現
實
を
演
繹
も
；た
り
、

:'
-
'
:
-
經
濟
學
が、
> 

倫
理
學
や
心
理
學
.の
援
け
を
借
り
て
、
：
社
會
學
ゼ
構
成
し
た
り
す

.る
よ
？.

.(

な
量
的
把
握
め
關
心
は
す
て

.ら
れ
、
西
歐
資
本
主
義
、
市
民
社
會
と
い
，う 

M

姓
的
秩
序
體
が
、
幾
つ
か
の
、
：

.知
る
に
値
す
：る
觀
點
か
ら
作
ら
れ
た
決
パ 

霞

の

ず

に' 
浮
彫
に
さ
れ
、
，
：更
に
、
同
樣
な
觀
點
が
ら
考
え
ら
れ
た
、
，，
 

.幾
つ
かの
、
因
^

^
關

を

ぎ̂

と
し
て
ッ
因^
的
に
分
析
さ
れ
る
と
い 

_う
、
質
的
關
心
が
、
社
會
科

#

の
、
，原
理
的
な
意
味
で
の
、
中
心
に
据
え 

ら
れ
る
に
茧.つ
*:
-
の
ー
で
あ
る
が
、

.
そ
の'點
は
ま
た
、
多
く
の
間
題
を
含
む 

の
で
他
日
考
え
て
み
だ
い
と
思
う

。
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國
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、
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に
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、
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メ
シ
ガ
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の
論
理M

霧
を
：
哲
學
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觀
念
論
に
締
び
.
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け
る
-こ
と
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.

筆
者9

.

個
人
.

g

事
情
の
た
め
に
、
本
稿
は
、
い
ろ
い
ろ
ヴ
點
で
意
_に
滿 

.

た
ぬ
ま
ま
發
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
本
来
は

' 

こ
の
稿
に
お
い
て
提 

示
す
る
に
と
ど
ま
つ
た
論
旨
を
展
開
さ
せ
、
方
法
論
史
に
關
す
る
論
文
の 

一.
端
に
繰
み
入
れ
ら
る
べ
き
害
の
.
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
と
と
わ
り
し 

て
'

お
諒
し
を
乞
い
た
い。
'

'.
.

'.
•
 

.

.

方
法
論
史
は
、tf
c

#

思
想
^
、
も
し
く
は
社
會
哲
學
史
に
歸
着
せ
ざ
る 

を
得
ず
、
：
し
た
が
つ
て
、
そ
れ
が
、
經
濟
學
と
社
會
學
の
諸
範
疇
、
意
味 

職
關
を
、
根
底
か
ら
理
解
す
る
鍵
に
な
.
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
筆
者
は
、 

そ
の
ょ
ぅ
な
線
か
ら
各
學
派
對
立
の
意
義
に
せ
ま
り
た
い
念
願
を
も
つ
て 

い
る
。
そ
れ
が
硏
究
上
の
倒
鍇
で
- ^

り
、
あ

る
-1

'
は
少
く
と
も
迁
路
で
あ 

.

る
と
感
じ
ら
れ
る
向
き
が
多
い
で
あ
ろ
ぅ
が
、
筆
者

.
と
し
て
は
、
む
し 

み
、.
そ
'
こ
を
も
}

1

度
問
題
に
し
直
す
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
思
う 

の
で
あ
る0

(

註

四)

同
譯
書
三
二
三
頁
。
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註
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同
譯
書
三
一
5

頁
。

.

(

胜
六)

ゥ
土
丨
パ■丨
ノ

「

社
會
科
學
方
法
論
1-

富
永
、
立
野.譯
。
.：

書

評

及
.び

紹

介
.
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t
i
o
d
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.

_微
視
的
經
濟.理
論
と
瓦
颯
的
經
濟
理
論
.の
結
合
の
問
題
は
、
規
.代
經

濟

 

:
學
の
一
重
耍
_
題

で

ぁ

る

。

過
去
の
：經

漱

學

の

遺

庫

の

多

く

は

限

界

效

，用

：.
 

均

等

法

則r

收
犍
遞
減
法
則
等
の
形
で
今
日
傳
べ
ら
れ
て
き
た
。
他
方
ヶ
.
 

ィ

ン

ズ

理

論
の
發
生
以
後
景
_

_

動

ゃ

成

長

率

.の
問
題
を
分
析
す
る
に
當

 

'-つ
て
ば
：國

民

所

得

、

物
價
學
.の
社
會
的
總
量
が
：
と
り
上
げ
ら
れ

.る
。
：し
か
 

し
巨
颯
的
理
論
は
個
々
の
消
費
#
ゃ
企
業
家
の
態
度
を
直
接
に
反
映
す
る
. 

..と

と
が
で
き
ず、.
 
''
微
視
的
.，理
論
.は
.動
.學

の

說

明

を.̂

る

;̂
不

十

分
.で)

あ

-.
-'' 

る

。

こ
と
に.兩
者
を
結
合
し
て
完
全
な
.る
動
學
が
作
り
'上
げ
.る
た
め
.の
：
 

a
g
g
r
e
g
a
t
i
o
n

の
理
論
の
任
務
が
あ
る
の
.で
，あ
る
。

こ
の
問
題
は
ク
ラ 

ィ
ン
に
ょ
：つ
て
提
起
さ
れ
た
.も

：の
：で

あ

る

が

、
：
こ
こ
に
紹
介
す
る
.
.

H
.

H9h
e
i
l
'
L
i
n
e
a
r

 a
g
g
r
e
g
a
t
i
o
n

 o
f

 e
c
o
n
o
m
i
c

 r
e
l
a

ct-
i
o
B
S
'

 i955,

:
pp. 201

十I
X

は
全
著
を
擧
げ
，て
こ
の
間
題
を
取
取
つ
た
.も
の

と
.し

で

注

，
 

:

目
に
値
す
る
。

こ
の
：書
の
內
容
は
第
一
：章
序
論
、
第
二章

..

一
組
‘の
個
人
間
へ 

.の
綜
合
、
第
.
三
.章
數
組
の
.
個
人
叉
は
商
品
間
の
：線
ん
ロ
、：

第
四
章
時
間
を
.
越u

 

<

て
の
.
綜
合
、
第
五
.
草
同
時
決
定
方
式
：の
綜
合
、
，
第
六
章
續
論
、
第

七

章

，
 

,

完
.
全
綜
合
、
第
八
章
結
^

,

;

第
九
章
數
學
的
證
明
、''
:

と
分
.
れ
て
ぃ
る
。
'
1兀 

來
ナ
'ダ
レ
ゲ
：ィ
シ
3'
.

ン
亡
は
次
.

の
三
つ」

の
.
態
度
が
あ
：る
。
第
ー
：は
宜
視
的

\: 

理
論
の
：容
認
で
.
き
る
微
‘視
.
的
理
論
と
諸
條
_

と
，を
.

興
ぇ
て
お
い
て
微
視
的
、 

諸
變
數
を
綜
食
す
る
方
法
で
}
:
九
_
四
六
年
に
：グ
' 9
.

ィ
シ
.
；が
提
唱
：し
た
も「

の 

.

.
で
ぁ
る
。
第
二
.
は
微
視
的
理
論
.
に
' 

一
定
の
.
諸
條
件
を
.與
ぇ
て
キ
い
て
綜
合

.'
- 

■■
に
ょ
、つ
て
.
E

風
的
理
論
を
組
上
.
げ
ぢ
方
法
で
'

メ
イ
が
探
つ
.

た
：も
の
、
，
第

三

：
 

.

は
ー
：楚
: 0

線
合
法
.
を
前
提
と
す
石
宜
視
的
理
論
を
與
ぇ
て
お
い
て
ど
■の
：巨

-

.

*.
;
評
及
-び
：紹
介
;,
'
:
.
:
..
'

■
V,
-

:

■-

.;
■
視
的
理
論
に
適
合
す
る
様
に
微
視
的
理
論
.を
修
正
す
る
法
で
あ
る
？
通
常 

の
.線
合
法
は
平
均
原
理
に

ょ

り

指
»

國
民
所
得
等
を
驅
使
し
て
微
視
的 

:

理
論
が
ら
E
視
的
理
論
を
引
き
出
そ
ぅ
と
す
る
。
こ
.の
.；「
類
推
的
方
法」

'に
は
本
質
的
な
價
値
は
な
い
が
問
題
を
簡
單
に
捉
.へ
る
利
點
が
あ
る
。
又 

他
0
方
法
で
は
資
料
，が
缺
け
て
い
る
と
き
解
け
な
い
問
題
を
も
取
扱
え
る 

の
で
こ
の
: 'r

現
實
的
源
；合
法|-
-
が
採
用
さ
れ
る
。

.

:

•

:
先
ず
1
人
の
個
人
が
い
る
と
し
各
人
の
內
生
變
數
扒
が
先
決
變
數
.

(
例

■ 

:
.え
ば
.價
格)

.

^

'
T2
i
:
: 

v
.
.
^
.

に
依
存
す
るAJ

す
る
。
七
^
以
て
時
を
表
せ

:ば
、
.

：
,
■,
.ン
っ
.

: '

V,':::-
 
P
 
'

:■.

、

芝(

^
"
o
^
+
M
^
*
^
i
o
o
+
w
«

)
…

…

：
，
：
：
：
'
:
e
,

が
成
立
す
る
;0
：び
沒
は
微
視
的
。ハ
ラ
メ—

タ
ー
で
あ
り
-，

れ
は
平
街
値
を

.

>零
と
す
る
.不
規
則
變
動
値
で
あ
る
。
凡
て
のM

視
的
變
數
は
微
視
的
變
數
.

- 

の
合
計
.で
お
る
か
ら
、.
/

y

 

s

 

H

M

芝 
s

.

.r'
:

.

.

. 
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)

 

X
K

S

 

n

M

s

 

s

 

…
• 

： • • <
3

)

を
得
る
。
⑴
倒
⑶
か
ら
E
視
的
變
數
は
.次
の
條
件
を
充
す
：こ
と
に
な
る
。

(
o

 

H
.
a
+
M
^

癸
S

十
S (

令…
…

.

…
…

…
…

…

食

こ
：
こ"に
«

^
は
巨
颳
的
パ
ラ
メ
丨
タ
ー
で
あ
り
、
W

S
は
不
規
則
變
軌
値 

，
で
あ
る
，
：但

し8

が
ぃ
か
な
：る
.値
を
と
つ
て
も
互
視
的
.パ
ラ
メ 

I
タ
t 

. 

.は
，
'定

.：

；の
値
：を
と.る
%:
.の
と
.假
定
：す
る
。(2
)
§
式

の

代
'0
.に
加
重
.平
样
 

を
揉
用
：す
る
場
合
に
は
ノ
固
楚
ゥ
エ
ィ
ト
を
.ぎ

r
；u

と
す
れ
.ば

.

2
/、s

=

Mi?
^
s
.
:
.
;

(

5) 

C
C
、S

=

M

2§

S…
…
(6)

が
成
立
ー
す
る
ノ
こ
め
場
合
⑷
式
の
代
り
钇
次
の
⑵
式
が
成
立
す
る
。

.

2
/、

(

c
=
-
a
、s

+

M

i

9

&

^

0

. +

w
、
s …

丨

丨

…

，
3

•

⑷

式^
.
s
u
m
m
a

rt-
i
o
n
.
a
g
g
r
e
g
a
t
i
o
n

 

と
呼
ぶ
の
に
.對
し
、
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式
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a
x
e
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e
i
g
h
t
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a
g
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r
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g
a
t
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o
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と
呼
び
、
兩
者
を
合
.せ
<

l
i
n
e
a
r

 

a
g
g
r
e
g
a
t
i
o
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と
名
付
け
る
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パ
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の
觀
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値
か
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最
小
自
乘
法
に
よ
っ
て
：求
め
ら
れ
た
：.と
.
す
：れ
1

、

こ
れ
：
：
.

，
 

.

か
ら
民
視
的
.
パ
、.ヲ
，，メ
..
i

.ター

を
求
め
.

る
.に
は
^
の
播
助
方
激
式
を
必
要
と

.■
 

.

す
る
で
あ
ろ
：ぅ 

o

.

■'
'
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,
'■
:
■
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:

.
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(

8)

か
；く
.し
て
巨
視
的
.。ハ
.ラ
メ
ー

>

1

ば
次
：式
に
.よ
っ
て
舆
ぇ
ら
れ
る
。

:
.
.

,
a
=
M
g
+
M
M

ぎ

ぎ

…
(9) 

ノ 

A

=

M

M

B

?

&

f

…
…

甚

.

.
«と
^
と
ぼ
共
•に
.微
視
的
變
ft
f

s
に
依
：存

し

よ

り

後

の

時

點 

k

お
い
て
雨
者
が
不
變
で
あ
る
と
す
れ
ば
、r

こ
の
期
間
以
後
.に
お
'い
て
耳 

視
的
パ
..ラ
メ
1

ダ
I

は
微
視
的
變
量
に
依
存
す
る
ヤ

あ
ろ
ぅ
。：

例
ぇ
ば
第
，

.

.二
次
大
戰
後
：に
お
い
，セ
#

人
の
：反
應
，が
戰
前
.と
同
一
で
あ
る
：と
し
て
.
.も
、

.
 

微
視

的

變

最
I

ど
玟
視
的
變
量
.

版
.の
關
俺
が
，根
本
的
：に
變
化
し
て

い
る

' 

か
ら
、

耳
視
的
反
作
用
' 0

構
造
は
戰
前
.
と
は
：異
.
.な
る
も
の
と
な
：る
の
で
.あ 

•

る
。
K

js
i

的
パ
ラ
.
メ
;|

タ
ー
.

. «

は
こ
れ
：に
相
當
す
る
微
視
的
パ
ラ
メ
1

夂
；

:!

«*
に
依
存
す
る
だ
..け
で
な
く
、
ミ̂
に
も
依
存
す
：る
が
^:
.は
.«.
,に
：依
存
：
.: 

し
な
い
.0
例
ぇ
ば
砂
糖
：の
消
費
貴
は
各
世
帶
が
.所
得
.
.の
變
化
に
反
應
す
る
''
.
.
 

態
度
に
：依
存
す
る
し
、

.そ

の
：家
族
權
成
の
變
化
に
反
應
す
る
態
度
：に
, %

依
.
 

存

す

る

：
。
，
:特
：に
：“
/9
3拖
が

；
，
ぞ.に
依
存
し
な
.け
れ
ー
ば
、M^

i
0
u
=
0
u

M
AS.
N

P

2
«
;
,
1
&
1
5

ぞ

2
«§
"
0
 

と
な
り
、
一v
j れ
よ

り
p
>*
= 

>

.

+
M
-
^
>̂

ち

：(

p
. 

c
、̂“

-^
m'
'(

s
a
\
、
，

—
.

h ^s
s
a
x
o
*
)
^
、！：
...̂

).

-と
'
.お.， 

け
ば
、.
o
£
=
m
^
+
i
m
p
^

tr
,
A
=-^
+
I
M'p
.
\、
を
得
る
。

但

し^

は 

F

の
平
均
値
で
あ
る
。へ
か
ぐ
て
巨
視
的
に
.見
た
常
數
と
，间
歸
係
數
は
夫
：
 

々
微
視
的
常
數
項(

と
囘
歸
係
數
と
の
単
純
な
總
和
ゃ
平
均
で
ぱ
な
く
て
.,
'
:. 

r,
離
す
る
：要
因
を
合
ん
で
い
る
。

:

:
.
ン

.

今
ま
で
：は
，あ
る
財
に
っ
い
て
の
.異
人
間
の
線
合
..を行
っ
.た
が
.今
度
は
異 

镩
の
財
に
っ
い
て
考
ぇ
る
，。
企
業
が
I
種
の
生
產
要
素
を
.職
入
.し
、：
夫
.々

•

の
.價
格
を
ね
で
あ
る
と
す
：る
。
.：價
格
.と
職
.入
量
と
.の
間
に
.一
次

の
關
係
式
.

が
成
立
っ
と
す
れ
ば
、
f

=

0

^

+

?

l

s

+

tD
2

s

s十
多
8

こ
の
...

合
，.に
は
同
種
財
の
場
合
と
類
似
の
腿
係
が
耳
福
的
パ
ラ
ノ _

タ
_
と
•微

:

.五

四

(

四
七
六)

、

視

的

パ
■

ラ
■

メ
,i
.
タ
.

.

I

'と
.
の

間

に
.
成

立

す

る

0 

,

■■

以

上

f

靜

態

的

な
.
考

察

を
.
終

え

た

後

：「

時

を

_猶

え

て

の

綜
合」

が

問

題
 

と
ぶ

れ

る

。

こ

の
場

合

「

時

」

.

，と
は
收
入
と
支

出

の

間

の

タ
ィ
ム
■
♦

ラ
グ 

.
を

指

す

。
：
計

- «

期

間
.
の
數

を
/

n

期

と
.

し
た
期

の

ラ
グ
，が
#

^

す

る

.と

す

れ
 

:

ば

微

視

的

關

係

式

は
、
2
/

(

t

l)

ll
-

-
a

+

M

M

^

m

a

l

s

+

^

(

T

l

> 

と

な

る

。

こ

れ
.
ょ

り

「

綜

合

」

：
の

問

題

に

：入

る
.
わ

け

で

あ

る

が

、
■
#

視

的 

_

パ
ラ
.

メ
丨
_

タ
.
丨
と
：巨
視

的

パ

：
ラ
メ
、I

タ

ー

の

.關

係

式

は

根

本

的

變

化

を

受
 

げ

る

こ

と

は

な

く

、

，a

、H

s

a

+

M

Ht >
> -
^

\

.?
r

'

等

Q

•

形

を

と

る

。

尙

第

四
 

章

で

は

a

l

と
.

c o
r t
-

o

ow *

•の

關

係

に

つ

い

て

も
論
ぜ
ら

れ

で

い

る

が

紙
 

面

の

關

係

上

省

略

す

る

。：

，第

五

章

で
.
は
^

! £o
o

w
l

e
s

. C
o

日

m
i

s
s

i
o

n

 

,

を

中

心

に

廣

く

使

用

さ

れ

る
.ょ

ぅ

に

な

，つ
•て

き

た

誘

導

形

法

の

問

題

が

と
 

.

り

上

げ

ら

れ

る

。

販

賣

量

を

0;
、
.

原

料

價

格

を

た

、

生

產

物

：の

價

格

を
? > 

上

し

.三

者

の

間

に

タ
ィ
ム
.

.
ラ

ダ

を

伴
'
は

ざ

る
―-.

次

の
.

關
保
が
あ

る

と

す 

>

れ

ば
、

:.
.

>

• ©
=

 

a

+

?

s..
+

r

A

;

s

+ミ
O

S

を

得

る

。

他

方

に

お

い

て
 

省

要

面

敷

は
a

J

s

.

H

a

+

^

s

 

+

0̂

s

 
t

s

.

で

表

は

さ

れ

る

。

こ 

'
.
:
_こ
.
に

2/
-

は

消

費

者
.
の

所

得

で

あ

る

が

.第

ニ

の

式

に

お

い

て

冗

が

增

加

す

れ
 

て
ば
.

P

も

大

と
.
な
.
る

で

あ

ろ

ゲ

し

、

第
.
.一
一
式
に
お
.
い
て
-は

? >

が

.
不

變

で

も

不
 

.

規

則

變

動

値

の

續

：|
<

に

ょ

つ

て
» ;

が

大

と

な

る
.

か

も

し

れ

な

い

。

か

か

る 

.

場

合

に
'
は

古

典

的

な

最

小

自

乘

法

を

以

：.て

し

て

は

間

題

を

解

決

す

る

.こ
と 

.

は

不

可

能

で

こ

の
.

一一式
を

連

立

さ
.

ぜ

て

解
く
必

要

が

起
.
る
の
で

あ

る

。

か 

ン

く

し

て

統
t h

學

的

に
■
■は
.

.

.

'

.

;

'

ノ
.

■ぃ
鼗
i

霞

^
賢

i

議

a
.l
聯

認

种— 

.

な
る
關
係
が
成
立
.す
名
_。」

こ
の
' こ
と
か
ら
微
視
的
體
系
に
お
げ
る
方
程
式 

^
M.denti

tha
b
l
e
.

で
あ
つ
で
も
、

F
視
的
體
系
に
お
け
る
方
程
式
の 

a
e
n
t
i

tha
b
i
H
t
y

.が
導
か
れ
る
ど
は
限
ら
ず
こ
.の
逆
も
.成
立
し
な
い
こ 

. 

'
と
.が
.論
證
さ
れ
て
い
る
。
' 例
え
.ば
i
#
目
の
家
計
の
購
入
量
を
'

f
、
そ 

.の
價
格
を
：f
、
.キ
の
：商
品

-0
原
料
の
*
を

|
、'賃
金
率
を

I

と
す

れ
ば
、
微
視
的
組
織
で
は 

§
 

"aiyu.

.

.(13)，

‘ yu

 
=
zo
iyu 
十
^rMsln 

+
MOJ
7
*為
A
.
:
g
が
成
立
す
る
。
こ
■の
式
の
.誘
導
形
1. yuH^'blhllAlh 
.
 

+

M
,̂
、！

7̂0 .2/M=M&152 
為1A+M&27:2 
為2、t 

の U

式
で
、
^17

!

.卩^hA
.xlcci

r

.oi
A
i

&
2
?5!
"
.

£
c*.

&
1&-
一

r
t
u
"

l
i
i
v

 

s

r
 

1

—

c

r

 ̂

o
な
る
關
係
が
あ
る
。
こ
れ
に
對
靡
す
る
.互
視
的
體
系
の
方
程
.
 

1
—
C
C
P

 

'

-

式
は 

y
l
v
a
y
r
,

 

•

. »

2/
2=
^

l

+

r

«

+

.

^
2.:
运
で
こ
れ
に
對
應
ず
る 

誘
導
方
程
式
.
は
免

1
=

&
1
1技

1
+

&
2
1

ぎ

泠
“

&
1
S

+

&

2
S

と
な
り
，

&
1
1

=
 

a

/

r

l

n

2

1
 

=
 

R

c y
/

l

l§ >
J 6

1
2
"

- ^/1
—

0
!

^
&

2
2

=
=

な/
1

1

RT G
.

で
あ
る
。

從
つ
：て

r/&12 =

 &21/

'r
を
得
る
。
補
助
方
程
式
を
.817i =

 Bl,l

為1

十 

B
2,l

s
,

 

§
4==b

1,
h
+
b

2, 2§

と
お
け
ば
微
視
的
構
造
方
程
式
か 

ち
出
發
し
た
.瓦
視
的
誘
導
方
程
式
ぱ
.
..

f

M

s

b

M

-

十
M
B
i
M
.

r

l

=

M

B

i

M

,
 

r

2

"

Mw-
m

、；M
‘ 

r
2
=
M
B
2
,
l
A
M
-

e»-

l—

R
^
i
十
M

B

i

M

okoh-t

l—

a
^
A

f2
î
i'

T
mI

於I
■
+
M
B
S
>
M
.

 

+
M
w
2
>
2
;
i
M

1
*
1 

3
. 

r

L

t
 

r
L 

1
^
1 

0
.

.の
四
式
と
な
.り
、
微
視
的
體
系
が
E
視
的
體
系
に
.お
け
るoveridenti- 

S
a
H
e

な
■命
題
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
.い
か
と
の
疑
問
が
起
る

.0

.'

.

;

第
六
，.軍
で
/は
變
動
す
る
經
濟
に
お
け
る
綜
合
の
f
f
l
題
が
.と
り
.上
げ
ら
れ 

る
。
こ
の
場
合
今
ま
.

で
.辅
助
方
程
式
の
.中
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
A

Bの
値 

は
固
.定
的
な
も
の
，と
さ
れ
て
.い
：た
が
、
今
囘
は
こ
.れ
を
可
變
的
.なも

：.

の
.と 

し
て
取
扱
ぅ
必
要
が
起
る
o
統
許
學
的
に
囘
歸
線
を
引
く
.と
.き
.に
.は
ゥ
エ 

ィ
ト
々
附
し
た
囘
歸
線
が
必
要
と
な
り
、
こ
の
ゥ
：工
ィ
ト
は
初
期
の
八
它 

の
値
と
末
期
の
入
3
の
値
ど
.に
ょ
っ
て
定
ま
.る
と
と
に
.な
る
。
又
耳
視
的

方
程
式
の
不
規
則
變
動
値
は
、

s

s

n

M
穿

S
+
M
M
V
A
1
S

.ぞ

に
 

よ
っ
て
與
え
ら
れ
.る
。
V
は
0
の
.
-ゥ：エ
ィ
ト
に
な
る
も
の
で
期
間
に
よ
つ 

一
て
異
る
値
を
と

る
。
こ
こ
で
も
亦
of
t
o
Mの
不
偏
推
定
値
を
求
め
る
方
法 

が
論
ぜ
ら
れ
て
い
.る
。
か
く
’し
て
例
え
ば
あ
る
商
品
.の
價
格
が
不
變
な
と 

きr

定
數
の
消
費
者
が
こ
の「

商
品
を
購
入
す
る
.と
す
る
。
消
費
者
の
需
要 

は
所
得
と
家
族
數
に
依
存
す
る
.。
と
の
關
係
が
ー
次
式
で
表
ば
さ
れ
る
.と 

す
れ
ば
、.
、こ
れ
.か
ら
得
る
巨
滅
的
：。ハ
ラ
メ
1
タ
,
1に
.よ
'っ
て
表
は
す
こ
と 

が
で
：き
る.？
前
.者
は
凡
て
：の
微
視
的
パ
ヲ
メ
ー
タ
1
に
依
存
し
、
'家
計
に 

お
け
る
所
.得
の
.。ハ
ラ
メ
ー
タ
I
•と
、'
巨
視
的
に
見
た
そ
れ
と
は
等
し
く
な 

い
。
，あ
る
巨
視
的
變
数
例
え
ば
總
所
得
の
變
化
が
こ
れ
に
依
存
す
る
變
數 

例
え
ば
總
支
出
に
及
ぼ
，す
效
果
は
、
F
福
的
方
程
式
.を
通
じ
て
直
接
に
及 

ぼ
す
も
の
と
微
視
的
方
程
式
を
通
じ
て
間
接
に
.及
ぼ
す
も
の
と
に
分
け
ら 

れ
.る
。u

の
樣
な
分
析
を
終
え
，た
後
.Th

e
i
l

は
非
直
線
的
綜
合
の
問
題 

:

に
^
言
及
し
て
：い
る
。

.

：
'

.
以
上
、が
本
書
の
大
體
の
要
旨
で
あ
る
。
彼
の
試
み
は
從
來
ク
ラ
ィ
ン
を 

始
め
多
く
の
學
者
が
あ
.る
場
合
に
、は
意
識し
、
他
の
場
合
に
は
不
用
意
に 

耳
視
的
.パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は>>
-

」

れ
に
對
膺
す
る
微
視
的
パ
ラ
メ

 

Iタ
I
の
平 

.均
値
で
あ
る
と
す
る
議
.論
か
ら
一
步
.
.を進
め
.た
も
の
.で
あ
る
が
、
そ
.の
議 

論
の
進
め
方
は
著
し
く
機
械
的
で
■あ
り
、
經
濟
學
的
で
あ
る
と
一K

ぅ
よ
り 

%■
■
む
し
ろ
數
學
的
、
統
計
學
的
.で
あ
り
、
形
式
論
に
陷
っ
た
憾
が
あ
る
。
 

從
っ
て
現
實
の
.パ
.

ラ
メ
ー
タ
ー
の
推
侧
に
當
っ
て
.は
役
立
.っ
點
が
少
ぐ
な• 

い
'が
動
態
經
濟
學
の
發
展
と1.K

い
得
る
か
.否
か
疑
間
で
あ
る
。
又
、
ク
尸 

ス
.
•
.
セ

ク

シ

ョ

ン
<0
.資
料
を
用
い
た
場
合
と
時
系
列
の
養
料
を
用
い
た
場 

合
と
で
は
、
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
値
に
：ど
の
檬
な
誤
差
が
生
れ
る
か
等
の
點 

を
論
じ
て
い
•な
い
.の
も
望
蜀
.の
感
な
し
と
し
な
い
。
.

三
〇

，
四
.

.
八

(

鈴

木

諒

I

 

)

.書
評
及
び
顧
介
+

五

五

(

四
七
七)


